
 
「令和４年度京都市公共事業評価委員会での主な御意見と意見書（素案）への反映」一覧 

 

主な御意見 意見書（素案）への反映 

中山石見線・西野山川・西高瀬川（有栖川工区） 

・中山石見線は、一部が今年度暫定供用され、

西野山川も、都市水害を緩和する重要な事

業であり、どの事業も着実に進捗を図って

もらいたい。 

・西高瀬川（有栖川工区）の工事は残り少し

で目途が立っているということで、進捗に

期待したい。 

「２ 全体についての意見（Ｐ１）」に、『い

ずれの事業も、安心・安全で快適なまちづく

りを進めるうえで早期の完成が望まれること

から、着実に進捗を図ってもらいたい。』 
と記載 

東九条地区 

・残り５％の事業を継続し、早期の完成を目

指してもらいたい。 

 

宝が池公園（広域公園） 

・より一層、自然を守って共存していく時代

に入ったと思うので、施設を造るだけでな

く、自然を保つ公園として考えているのは

良い点である。 

「３ 個別事業に対する意見＜再評価＞

（６）都市公園事業 宝が池公園（広域公

園）（Ｐ３）」に、『優れた自然環境の保全や

公民連携による利活用について、多様な主体

とともに公園の将来像を検討し、今後、公園

全体の整備方針を立てることとしている。』 

と記載 

本町下高松通（大和大路本町通） 

・事業の目的は歩行者等の安全性の向上と交

通の円滑化となっている。事業実施の効果

で安全性の向上はあるが、交通の円滑化に

ついて記載がない。事業実施により交通量

が増加しても混雑がなく、円滑化したと記

載すべき。 

 

「３ 個別事業に対する意見＜事後評価＞

（１）街路事業 3・5・138 本町下高松通

(3・6・125 大和大路本町通）（Ｐ３）」に、

『交通量の増加及び交通の円滑化が図られ、

関連事業による鉄道利用者の利便性向上等を

確認できた』と記載 
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